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沖縄県の食肉消費構造の特質について

田茂ゴー
ロ

（琉球大学農学部農学科）

ShigeruYOSHIDA：CharacteristicsofthemeatconsumptionstructureinOkinawa

み，現在のような自給率にまで低下している．

食肉の消費構造は地域的な特質、供給状況，価

格し所得，外国の食生活の影響等によって異なってあら

われてくるものである．

本研究では沖縄県における食肉（牛肉、豚肉およ

び鶏肉）の消費構造の特質を明確にしたい．

注１）社団法人日本食肉協議会1976年～食

肉流通近代化促進研究会報告書～秩序

ある食肉流通への道ｐ､4８

２）沖縄県農林水産部1977年

生鮮食料品安定移入対策調査報告書

ｐｐ､2０，２１，２２

３）注2)に同じ．ＰP､51～5２

Ｉはじめに

沖縄県は日本国内では最も畜産に適した県だと言

われながら，その実．食肉の自給率（1975年）でみる

と，全国平均では牛肉85％，豚肉85％，鶏肉98％1)とい

ずれもかなり高い比率を占めているが、沖縄県の場合に

は牛肉7.8％､豚肉94.8％，鶏)肉42.0％2)となってお

り、豚肉については全国平均よりも高いが，牛肉および

鶏肉は低い特に牛肉は低い．県内の牛肉消費のほとん

どが輸入牛肉によってまかなわれていろ.※

ところが、県内の肉牛生産体制は弱いのかと言うと必ず

しもそうではなく、1975年の実績でみろと肉牛を生体で

本土へ5,289頭移出し、同時に県内牛肉生産量５０９トン

（生体で2,177頭）のうち182トンは枝肉で本土へ移出し

ていろ．このように沖縄県は安い輸入牛肉を消費し，県

産牛（牛肉）は本土へ供給すると言う特異な需給形態を

とっていろ.3）鶏肉については日本復帰前は輸入規制措

置がとられており、1971年には自給率90.7％にまで高ま

ったが，復帰と同時に輸入規制がとかれ，外国産の安い

ブロイラーに圧迫されて県内ブロイラー産業は伸びなや

０

Ｉ所得と食肉消費量との関係

農産物に対する需要の弾力性は一般に低いのであ

るが、その中にあって食肉の弾力性はやや高いつま

り．食肉は所得の変化に対しての反応がより強い．

国民１人当り所得は過去10カ年間に3.7倍に増加

第１表．国民所得および県民所得（１人当り）

(1975／
1966）

1973 1974 1975196611967 1968 1969 1970 197111972

国民１人当り所得

（実数：円）

（指数：％）

県民１人当り所得

（実数：円）

（指数：％）

所得格差

（県／国：％）

(3.7）1,056,418

343.0

1,139,271

３６９．９

361,654

117.4

486,189

157.9 `:i要:217:！;雲‘
940,421

３０５．３

308,038

100.0

568,358

184.5

(5.3）855,500

５２８．２

161,981

100.0

191,098

118.0

251,768

１５５．５

292,924

180.9 3蓋i雲,|雲:菫:,
626,234

３８６．６

754,242

465.7

216,827

１３３．９

54.7162.7 6６．６ 71.4 7５．１52.6 52.8 51.2 51.8 51.5

資料：沖縄県企画調整部

※復帰特別措置により本土より有利（沖縄県だけ特別割当がなされていろ）に輸入がなされていろ．
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したが．沖縄県民１人当り所得は．それを上回り５．３倍

に増加した．したがって．所得格差は1966年の52.6％に

比べろとかなり縮小し，1975年には75.1％となってい

ろ．（第１表参照）

食肉の消費量は所得との関係でみろと，所得の上

昇にともなって確実に増加している．沖縄県では1966年

の14.6A9から1975年の31.0"へ増加し、その増加率は

2.1倍である．所得の伸び率よりは低いしかし、消費

の伸び率は食肉の種類によって異なる．最も伸び率の高

いのが牛肉であり、この間に4.8倍増加した．鶏肉の伸

び率も高く，４．１倍である．ところが豚肉の伸び率は低

く，１６倍しか増加していない食肉消費構造の中で豚

肉の占める比重が高く、その豚肉の伸び率の低いこと

が，牛肉、鶏肉の伸び率が高かったにもかかわらず，食

肉全体の伸び率をおさえている要因になっている．．

このように豚肉の消費の伸び率が低い要因につい

ては後ほど食肉の消費構造の変化の項で説明することに

する．

全国平均の食肉消費の伸び率は2.1倍であり、食

肉全体としてとらえる限りにおいては全国平均も沖縄県

も同じような伸び方を示しているが、食肉を種類別にみ

ろと全国平均と沖縄県ではかなりの相違が認められる．

牛肉と鶏肉の伸び率は全国平均は沖縄県にはるかにおよ

ばず、それぞれ２．３および２．１倍であるにすぎない．豚

肉消費の伸び卒は全国平均においても沖縄県同様に低い

が．沖縄県に比べると若干高く、1.9倍である．

Ⅲ食肉消費構造の変化

食肉全体でみろと沖縄県民は全国平均と比較し

て、1966年においても1975年においても１．６倍というか

なり高い消費水準である．ところが．食肉の種類によっ

て．その間に変化が認められろ．牛肉の場合には1966年

には沖縄県民は１人当り全国平均１人当りの約80％程度

の消費水準でしかなかった．ところが、それ以降、沖縄

②

第２表〆食肉の消費量（１人当り） 単位：彫，（）内％
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資料：沖縄県農林水産部「生鮮食料品安定移入対策調査報告書昭和52年３月

注：沖縄県：沖縄県農林水産部等資料

全国：「食料需給表」農林大臣官房調査課
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格比は傾向として高くなっていることが認められるα他

方，鶏肉と豚肉の間の価格比は逆に傾向としては低くな

っていろ．牛肉と鶏肉は豚肉を中心として価格差は逆の

方向に開きつつあることが認められろ．

1971年から1975年にかけての各食肉価格の上昇率

をみると，嫁当り最も高い牛肉の価格がより高〈（2.1

倍）なり．ついで豚肉（1.9倍）〆鶏肉（1.3倍）の順と

なっている．

価格の側面に限定して食肉間の代替関係を分析す

ると，牛肉と豚肉に関しては消費者は1966年には１彫の

牛肉を得るのに0.97"の豚肉を断念すればよかったので

あるが、1975年にいたっては同じ１”の牛肉を得るのに

1.29"の豚肉を断念せねばならなくなっていろ（つま

り、1966年に比べて、032物もよけいに豚肉を犠牲にし

なければならなくなっていろ）．鶏肉と豚肉との関係を

みろと、消費者は1969年にＭ９の鶏肉を得るのに0.62嫁

の豚肉を断念しなければならなかったのであるが，１９７５

年にいたっては同じ１"の鶏肉を得るのに0.49”だけの

豚肉を断念すればよいことになる（つまり、1969年に比

べて，0.13“だけ豚肉を犠牲にする量が減ったことにな

る）．

ここで，食肉の価格変化と食肉消費量の変化を関

連づけて分析してみよう．すでに明らかなごとく、価格

の上昇率は牛肉が最も高く､ついで豚肉，鶏肉となって

いろ．価格の面から言うと牛肉が最も高級,なもの，豚肉

が中級．鶏肉が下級なものと言えろ．しかるに消費量は

いかに変化したかと言えば，食肉すべてが一応増加して

いるが、その増加率は食肉の種類により一様ではない．

牛肉と鶏肉の増加率が豚肉のそれに比べてはるかに大き

かった．このことは食肉の消費構造に占める豚肉の地位

が低下したことを意味する．

豚肉の消費量の伸ががこのように低い要因は沖縄

県民の食肉消費量の中に占める豚肉の比率が伝統的に高

く，所得条件．価格条件．その他の条件の変化によって

も、あまり大きく変化（反応）しえないだけの量をすで

に消費しているからであろう．

牛肉と鶏肉の消費の拡大要因はそれぞれ異なって

いろ．所得の上昇にともない，消費者はより高級なもの

を嗜好する傾向がある．又，一方において，相対的に価

格の安くなった商品の消費をふやすという傾向もある．

牛肉は豚肉の高級な代替商品として評価されていろ．牛

肉の価格に比較して相対的に高くなったにも力>かわら

県における消費量がふえ，1975年には沖縄県民の消費量

は全国平均の1.8倍になっていろ．豚肉については1966

年には沖縄県民は全国平均の2.4倍の消費量であった

が．その後沖縄県における消費の伸びが停滞ぎみである

のに対して全国平均の伸び率がよく、その結果1975年に

は2.0倍に低下した．鶏肉については沖縄県の伸び率が

全国平均を上回り，その結果．1966年には沖縄県民は全

国平均の約60％の消費水準でしかなかったが、1975年に

は約90％にまで上昇している．

沖縄県の食肉の消費構造は1966年には食肉消費の

約80％が豚肉で占められ､残る20％が牛肉と鶏肉でだい

たい半々を占めていた．ところが．この構造がしだいに

変化をきたし．1975年の構成比率は．豚肉の占める比率

が60％に低下し、牛肉と鶏肉がそれぞれ20％を占めるに

いたっていろ．このように豚肉の占める比率が低下して

いる要因の１つは．豚肉が沖縄県民の食生活に伝統的に

古くから取り入れられ,迩他の食肉に比べてすでにかな

りの量を消費していることから、食肉の消費拡大条件が

でてきた場合に、豚肉をふやすと言うよりも牛肉や鶏肉

の消費量をふやす傾向がでてきたためである．

全国平均でみると．食肉消費の構成においては．

沖縄ほどではないが．やはり豚肉の比重が大きい１９６６

年に豚肉54％，鶏肉29％・牛肉17％となっており、１９７５

年においても，この順位にはかわりがないが，豚肉の比

重が若干低下し，鶏肉の比重がより高くなっている．

（第２表参照）

1975年の食肉の消費構造について沖縄県と全国平

均を比較してみろと、沖縄県では牛肉と鶏肉の比率が等

しくなっているのに対して，全国平均では鶏肉の消費量

が牛肉のそれの約倍になっていることが特に指摘でき

ろ．

Ⅳ食肉価格と食肉消費量との関係

食肉価格の推移を検討してみるに．沖縄県におい

ては、1966年から1970年頃までは牛肉と豚肉の価格差は

あまりみられず、1966年についてみろと豚肉価格の方が

牛肉価格よりもむしろ高かった．それがしだいに牛肉の

価格が高くなり、1975年には牛肉価格は豚肉価格の1.29

倍にもなっていろ．食肉の中では鶏肉の価格が安く，豚

肉価格を100％とした場合，1975年における鶏肉の価格

は49％である．このように牛肉と豚肉，鶏肉との間の価

格比は一定でなく，変化しており．牛肉と豚肉の間の価

※中国との交流による食生活の導入（中国と同様に祝い事はもとより．日頃の食卓にも豚肉を取り

入れた料理が多い），気候的条件等
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ず．牛肉の消費量が伸びているのは，所得の上昇にとも

ない消費者のより高級品への嗜好が高まった結果だとみ

ちれろ．他方、鶏肉の消費が伸びた要因は鶏肉の価格が

豚肉の価格に比べて相対的に安くなったために豚肉に鶏

肉が代替したことによるものである．

全国平均の食肉価格の惟穰をみることにする．全

国平均でも沖縄県と同様に食肉の価格の中では牛肉の価

絡の上昇か最も高く，ついで豚肉価格．鶏肉価格の順と

なっていろ．沖縄県に比べて牛肉と豚肉の価格差がより

大きいつまり．牛肉の価格が豚肉の価格に比べてはる

かに高い．一方，豚肉の価:塔と鶏肉の価格との差は沖縄

県におけるほどには大きくない全国平均では沖縄県に

比べて牛肉は食肉の中ではより高級品として評価されて

いる傾向がみられろ．全国平均について、食肉価格の変

化と食肉消費量の変化を関連づけてみると、食肉の中で

豚肉の消費率が減少した分については．それがぽぼ鶏肉

の消費率の増加と結びつき、牛肉の消費率の増加とはな

っていない．（第３表参照）

Ｖまとめにかえて

て、豚肉を除くとその自給率が低いことである．特に、

牛肉の自給率が低い．ところが，沖縄県の牛肉需給は県

内消費用牛肉はほとんど輸入に依存し，県内で生産した

牛（および牛肉）のほとんどを他府県に供給していると

いう特殊な形態である．

２所得水準は沖縄県は全国平均の約75％程度で

あるが，食肉消費量は約1.6倍である．特に豚肉の消費

量が多い．

３．食肉の消費構造は豚肉中心であるが．しだい

に豚肉から鶏肉および牛肉への消費の分散移行がみられ

ろ．

４．豚肉の代替品としての牛肉および鶏肉の消費

率がふえた要因は，牛肉の場合にはより高級なものへの

嗜好が高まったためであり．鶏肉の場合には相対価格が

低下したことによる．

５．沖縄県における牛肉の消費は需要にみあう分

を輸入しているのであるが．将来国内魔牛肉で供給され

るようになり、豚肉価格と牛肉価格の格差が現在より

も、もっと開くようになれば豚肉の代替品としては牛肉

よりも鶏肉へより強い移行がみられるのではなかろう

か．1．沖縄県の食肉消費の特質は，全国平均に比べ

寧位：円／彫第３表．食肉の小売価格（”当り）

国全沖縄 県

牛肉(B)ｌ豚肉(A)｜鶏肉に)｜Ｂ/ＡＩＣ/Ａ牛肉(B)｜豚肉(A)｜鶏肉に)｜Ｂ/ＡｌＣ/Ａ

１
４
７
１
１
８
２
７
８
４

５
７
６
４
５
５
５
７
９
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

６９４

７１４

８４９

９６０

９０９

９３０

992

1,120

1,240

1,553

1,050

1,240

1,420

1,350

1,370

1,470

1,510

1,980

2,450

2,709

６３０

６２０

６７０

７１０

６７０

810

1,060

1,210

1,270

1,540

７
６
３
１
９
６
８
６
１
９

９
０
０
０
０
１
０
１
５
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
１
１
１
１
１
１
１
１
１

６１０

６６０

６９０

７２０

７３０

940

1,150

1.400

1,920

1.990

】庁

０
０
０
０
０
０
０

４
５
８
６
０
５
６

４
４
５
５
６
７
７

２
７
２
３
０
９
９

６
６
７
５
５
５
４

●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０

0.77

0.73

0.72

0.77

0.64

７１２

７２４

８０１

960

1,000

資料：沖縄県統計課，総理府「小売物価統計調査年報」

注：牛肉：沖縄県（ロース），全国（中）

豚肉：沖縄県（ロース）、全国（中）

鶏肉：沖縄県（鶏肉），全国（骨つきＭ肉ブロイラー）


